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第 2 章では、わらべうたの音楽的特徴を明らかにした上で、わらべうたを用いた保育•教育運動の 
意義と課題について考察した。次に、わらべうたを用いた保育 • 教育の歴史について調べ、遊びの伝 
承と保育 • 教育のあり方との相違によって生じた問題点を指摘した。1960年代以降のわらべうたを 
用いた音楽教育は、それまでの西洋音楽偏重という日本の音楽教育のあり方を根本的に見直そうとす 
る観点から始まり、保育 • 教育におけるわらべうたを用いた実践運動になった。
第 3 章では、わらべうたを用いて障害児保育実践に臨む時の、保育者の実践の枠組みについて述べ 
た。まず、筆者の保育実践者としての枠組みを整理して、幼い子どもの音楽活動のありようを問い直 
すことを通して、わらべうたを用いた障害児保育の実践の枠組みを提示した。








第 5 章では、わらべうたの音楽構造が障害児の保育にどのように作用しているのか、またわらべう 
たを用いた障害児保育実践における筆者の実践についての枠組みを、第 4 章で取り上げた事例の考察 
をとおして見直し、わらべうたを用いた障害児保育の実践的理論を提示した。
まず、わらべうたの音楽的特質の保育実践における意味について考察した。わらべうたの音楽構造 
































第 4 章では、わらべうたを用いた障害児保育の実践において筆者が経験した5つの事例を考察し、 
実践的理論を構築するために次の5 つの視点が重要であると明らかにしている。









ズムの周期を超えた「波」とも言えるうねりがつくり出されることがある。こ の 「波」を子どもが 
身体で感じ取る。そのような参加を重ねる中で子どもはその子なりの育ちに向かう変容が促されてい 
くと解釈している。そしてここに「同じ空間内に身体を置く」意義があると考察している。
障害ゆえに発声や動きが流暢でない子どもも皆の遊びに参加していく時、この「波」に巻き込まれ 
ていく。子どもの障害に注目して改善しようとするのではなく、遊びが作り出す「波」にのることで 
子どもはその子なりの表現を発揮するようになり皆と一緒に居る喜びも体験していく、このプロセス 
の中で子どもの育ちが見られると考えるのである。保育者としてわらべうたを歌うことは、子どもの 
育ちを願い、子どもを主体として認め合い一緒に遊び、子どもが育つのを待つことであると考察して 
いる。その場の状況を「受動的に」受け止めた子どもの「能動的な表現」を待ち、そこに子どもの育 
ちが見られると考えるのである。子どもが「個」としての充実をはかり、他者と共存する喜びを見出 
していくようになる。そのとき保育者の保育行為は後に退き、前面に出ることはない。わらべうたを 
用いた実践事例において、障害のある子どもと共に体験した事実から、以上のように理論化を試みて 
いる。
第 6 章では、本研究のまとめと今後の課題について書いている。
本論文は、保育実践者による意欲的な実践研究であり、わらべうたを用いた障害児保育実践を 
対象化して、言語化し、今後の実践につながる実践的理論を提示した点に重要な意義がある。
以上の審査結果から、審査委員会は、本論文が博士（学術）の学位を授与するに値するもので 
あると認めた。
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